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１
年
ほ
ど
前
に
「
江
川
三

郎
八
を
ご
存
じ
な
い
で
す

か
？
」
と
題
し
て
本
紙
に
寄

稿
し
て
い
る
が
、
一
部
重
複

説
明
を
ご
容
赦
願
う
。

　

建
築
家
・
江
川
三
郎
八
は

福
島
県
会
津
出
身
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
明
治
中
期
に
お
い

て
福
島
県
土
木
課
営
繕
係
の

技
師
で
あ
り
、
私
事
だ
が
遙

か
遠
い
大
先
輩
で
も
あ
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
の
存
在

を
知
っ
た
の
は
つ
い
最
近
の

こ
と
で
、
伊
達
市
の
旧
亀
岡

家
住
宅
が
国
登
録
文
化
財
か

ら
国
重
要
文
化
財
に
昇
格
し

た
平
成
28
年
だ
っ
た
と
記
憶

す
る
。

　

旧
亀
岡
家
住
宅
の
案
内
板

に
、建
築
に
関
わ
っ
た
棟
梁
・

小
笠
原
國
太
郎
の
ほ
か
に
新

た
に
「
設
計
者
の
福
島
県
技

手
・
江
川
三
郎
八
」
の
記
述

が
加
わ
っ
た
の
を
見
つ
け

た
。
何
者
な
の
か
が
気
に
な

り
、
調
べ
る
ほ
ど
に
彼
の
壮

絶
な
人
生
が
見
え
て
き
た
。

　

会
津
藩
士
で
あ
る
父
の
江

川
宗
之
進
廣
伴
は
病
死
し
、

戊
辰
の
役
で
会
津
白
虎
隊
寄

合
組
に
属
し
た
兄
を
亡
く

す
。
そ
の
う
え
会
津
藩
は
遠

く
下
北
の
地
に
斗
南
藩
と
改

称
移
封
さ
れ
た
た
め
、
江
川

母
子
も
過
酷
な
生
活
を
強
い

ら
れ
る
。

　

廃
藩
置
県
に
伴
い
会
津
に

戻
る
と
、
母
に
先
祖
の
汚
名

を
雪
ぐ
よ
う
諭
さ
れ
、
遠
縁

の
山
岸
喜
右
衛
門
棟
梁
（
国

重
文
・
会
津
さ
ざ
え
堂
建
築

棟
梁
の
系
譜
）
の
下
で
堂
宮

大
工
と
な
り
、福
島
県
雇（
や

と
い
）
か
ら
岡
山
県
の
高
等

官
ま
で
立
身
出
世
を
果
た

す
。
福
島
県
で
は
県
会
議
事

堂
、
郡
役
所
、
警
察
署
、
学

校
、
寺
社
仏
閣
等
広
範
な
設

計
監
督
に
携
わ
り
、
さ
ら
に

須
賀
川
橋
、
藤
橋
、
信
夫
橋

な
ど
橋
梁
の
設
計
ま
で
も
こ

な
す
超
人
ぶ
り
で
、
明
治
35

年
に
岡
山
県
へ
転
任
に
な
っ

て
も
精
力
的
に
設
計
活
動
を

続
け
、
天
才
建
築
家
と
し
て

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
彼
が
本
県
で
は
何
故

に
無
名
な
の
か
を
知
り
た
く

な
り
、
申
し
訳
な
い
思
い
も

重
な
っ
て
彼
の
追
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　

江
川
は
自
伝
『
生
ひ
立
ち

之
記
』
を
著
し
て
い
る
が
、

福
島
を
出
て
二
十
数
年
を
経

た
大
正
13
年
の
起
稿
で
あ

り
、
記
述
漏
れ
な
ど
で
未
確

認
の
江
川
式
建
築
が
ま
だ
ま

だ
眠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
目
下
探
索
中

の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。

　

‌【
３
つ
の
武
徳
殿
】�​

　

『
高
梁
市
立
吹
屋
小
学
校

校
舎
調
査
報
告
書
』
に
は
、

江
川
設
計
の
建
築
物
と
し
て

「
大
日
本
武
徳
会
福
島
支
部

武
徳
殿
―
現
存
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｗ
ｉ
ｋ

ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
に
は
現
存
の

武
徳
殿
と
し
て
「
福
島
市
板

倉
神
社
武
徳
殿　

福
島
県
会

津
若
松
市
芦
ノ
牧
温
泉
に
移

築
さ
れ
、
旅
館
『
仙
峡
閣
』

と
し
て
使
用
中
」
と
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
県
に
数
少
な
い

現
存
す
る
江
川
式
建
築
を
確

か
め
た
く
て
仙
峡
閣
に
伺
っ

た
の
だ
が
、
こ
れ
が
ど
う
に

も
し
っ
く
り
こ
な
い
た
め
深

追
い
し
て
み
た
。

　

以
下
で
は
江
川
設
計
の
武

徳
殿
を
、
当
初
建
て
ら
れ
た

地
名
か
ら「
信
夫
山
武
徳
殿
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
信
夫

山
武
徳
殿
と
板
倉
神
社
武
徳

殿
は
、
江
川
三
郎
八
研
究
会

の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

写
真
か
ら
同
一
建
物
だ
と
類

推
で
き
る
が
、
詳
し
く
は
後

述
す
る
。
な
お
江
川
が
武
徳

会
福
島
支
部
の
武
徳
殿
を
設

計
し
た
こ
と
は
、
福
島
県
施

設
管
理
課
が
保
管
し
て
い
る

「
大
日
本
武
徳
会
福
島
支

部
」
と
記
さ
れ
た
図
面
に
、

同
研
究
会
の
代
表
・
難
波
好

幸
氏
か
ら
教
示
が
あ
っ
た
江

川
式
小
屋
組
の
特
徴
で
あ
る

合
掌
と
陸
梁
の
仕
口
（
傾
ぎ

胴
付
き
輪
薙
込
み
）
に
、
二

段
欠
き
込
み
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
間
違
い
な
い
と

確
信
し
て
い
る
。

　

『
福
島
県
警
察
史
』
に
よ

れ
ば
、
信
夫
山
武
徳
殿
は
明

治
36
年
（
１
９
０
３
）
に
武

徳
会
福
島
支
部
に
よ
り
信
夫

山
公
園
に
建
築
さ
れ
、
明
治

43
年
（
１
９
１
０
）
10
月
に

板
倉
神
社
脇
の
紅
葉
山
公
園

（
県
庁
東
側
）
に
移
さ
れ
た
。

地
元
信
夫
山
の
住
人
で
あ
る

西
坂
茂
氏
の
著
書
「
復
刻
版

信
夫
山
」
に
も
「
明
治
三
十

六
年
、
黒
沼
の
上
駒
山
に
武

徳
殿
造
営
、
後
県
庁
敷
地
に

移
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
武
徳
殿
が
昭
和
13

年
（
１
９
３
８
）
に
福
島
市

上
浜
町
に
移
転
新
築
さ
れ
る

と
、
板
倉
神
社
脇
の
旧
武
徳

殿
建
物
は
昭
和
16
年
（
１
９

４
１
）
４
月
に
再
度
信
夫
山

公
園
上
の
招
魂
社
続
き
の
松

林
中
（
夫
妻
石
地
内
）
に
移

設
さ
れ
て
「
東
郷
山
修
養
道

場
乃
木
庵
（
と
う
ご
う
さ
ん

し
ゅ
う
よ
う
ど
う
じ
ょ
う
の

ぎ
あ
ん
）」
と
な
り
、
終
戦

後
に
引
揚
者
等
の
住
宅
と
し

て
供
用
さ
れ
た
後
に
解
体
さ

れ
て
い
る
。

　

前
述
の
、
昭
和
13
年
に
上

浜
町
に
移
転
新
築
さ
れ
た
武

徳
殿
を
「
上
浜
町
武
徳
殿
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。『
福

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
五
十

年
史
』
に
よ
れ
ば
、
上
浜
町

武
徳
殿
は
昭
和
26
年
（
１
９

５
１
）
11
月
７
日
、
社
会
福

祉
会
館
と
し
て
使
用
す
る
目

的
で
購
入
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
『
林
平
蔵
（
は
や
し
へ
い

ぞ
う
）追
想
録
』（
１
９
８
７
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
県
社
会
福

祉
協
議
会
副
会
長
の
職
に
あ

っ
た
会
津
乗
合
自
動
車
社
長

の
林
平
蔵
氏
が
、
引
き
受
け

手
の
無
い
武
徳
殿
を
購
買

し
、昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）

６
月
に
保
養
所
と
し
て
会
津

若
松
市
芦
ノ
牧
温
泉
に
移
築

し
た
の
が
現
在
の「
仙
峡
閣
」

だ
と
い
う
。
因
み
に
、
江
川

は
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）

に
岡
山
県
に
転
出
し
て
お

り
、
上
浜
町
武
徳
殿
が
建
設

さ
れ
た
昭
和
13
年
の
翌
14
年

（
１
９
４
０
）
に
80
歳
の
生

涯
を
閉
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
検
証
か
ら
、
信
夫

山
武
徳
殿
は
江
川
に
よ
る
設

計
で
あ
る
こ
と
、
信
夫
山
武

徳
殿
と
板
倉
神
社
武
徳
殿
は

移
築
を
挟
ん
で
の
同
一
建
築

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
上
浜

町
武
徳
殿
（
現
・
仙
峡
閣
）

は
そ
れ
ら
と
は
別
物
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
県
内
の
武
徳

殿
と
し
て
は
、昭
和
９
年（
１

９
３
４
）
７
月
に
会
津
若
松

市
鶴
ヶ
城
趾
内
に
建
て
ら
れ

た
武
徳
殿
が
あ
る
。

　

裳
階
（
も
こ
し
）
と
呼
ば

れ
る
下
屋
が
付
い
て
お
り
、

上
浜
町
武
徳
殿
も
同
様
で
外

観
や
16
本
の
円
柱
配
列
な
ど

の
多
く
の
酷
似
点
が
見
ら
れ

る
。
上
浜
町
武
徳
殿
は
会
津

武
徳
殿
建
築
の
４
年
後
に
完

成
し
て
お
り
、
設
計
お
よ
び

工
事
工
期
を
考
慮
す
れ
ば
、

会
津
武
徳
殿
の
デ
ザ
イ
ン
を

踏
襲
し
た
と
見
る
の
が
自
然

な
気
が
す
る
が
如
何
だ
ろ

う
。
な
お
、
仙
峡
閣
は
、
令

和
元
年
７
月
に
文
化
審
議
会

か
ら
文
科
相
に
対
し
て
国
登

録
有
形
文
化
財
に
す
る
よ
う

答
申
さ
れ
た
。
次
回
は
丹
羽

家
御
霊
屋
ほ
か
に
つ
い
て
ご

紹
介
す
る
。

（
県
建
築
安
全
機
構
副
理
事

長
）

３
つ
の「
武
徳
殿
」
を
追
う
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信夫山武徳殿（大日本武徳会福島支部武
徳殿）の外観写真とその図面（左下は仕
口拡大図）

（
上
か
ら
）
板
倉
神
社
武
徳
殿
、
上
浜
町
武
徳
殿
、
会
津
武
徳
殿

江川三郎八


